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　昨年はコロナ感染拡大の鎮静化が見えな
い中で、年間を通して世界経済は大幅な減
速状況に陥り、当業界においても、国内外市
場のすべての関連業者にとって過去最悪な
状況であったと認識しております。
　さらに本年も、国内外を問わずコロナ禍
の市場環境への影響は当面続くものと思
われます。昨年後半より「新たな日常」への
対応が当業界内でも少しずつ進んでおり、
昨年の反動による市況回復も見込まれるも
のの、業界全体としては本年も非常に厳し
い状況であると考えております。

　そのような中、日本ジュエリー協会は次
の６つの施策に取り組みます。

１）消費者の信頼向上のための
　 情報開示の推進
　業界活性化に向けた消費者の信頼向上
は必要不可欠です。そのための情報開示を
継続的に推進していくことが第一の施策で
あり、更なる情報開示並びに消費者啓発の
推進が必須であると考えております。

２）業界活性化対策の強化
　本年は、特にコロナ禍における国内外で
の業界活性化が重要な課題となっておりま
す。国内においては、展示会事業、ジュエ
リーデザインアワード事業、ジュエリーコー
デイネーター事業および「ジュエリーデー」

の推進を通じて国内市場への活性
化対策を強化していきます。また、
海外に向けては感染状況を鑑みな
がら、本年も香港ショーを中心とし
た中国市場を見据えた活性化策を
進めていきます。

３）NIPPONの真珠・アコヤ真珠
　 の販売促進の強化
　日本真珠振興会とのコラボレー
ション企画として、ソーシャルネット
ワークを活用した「パールキャン
ペーン」を真珠市場拡大策として
打ち出し、ジュエリー業界全体の活
性化に繋げていくための施策として
推進していきます。

４）ブライダル・ダイヤモンドジュエリーの
　 広報活動の推進
　ダイヤモンドはジュエリー小売市場金額
の約半分を占めています。中でもブライダル
に特化したダイヤモンドの広報活動をおこ
ない、国内市場活性化を推進していきます。
昨年提携したナチュラルダイヤモンドカウ
ンシル（ＮＤＣ）が発信しているコンテンツ
を活用する予定です。

５）人材育成策の実施
　人材育成策は業界活性化に向けた活動
に欠かせません。「技能者育成支援の充
実」「ジュエリーデザインアワードの充実」
および「ジュエリーコーデイネーター制度の
充実・拡大」によりジュエリー業界の基盤
拡充を図っていきます。

６）デジタル化の推進
　協会業務の効率化、迅速かつ広範囲な
広報・啓発活動を図るため、積極的にデジ
タル化を推進します。

　以上、コロナ禍での市況の厳しさが増し
ている中、業界活性化に向けた上記施策を
地道に推進して参ります。皆様のご支援ご
協力の程、よろしくお願い申し上げます。

全日本時計宝飾眼鏡小売協同組合
理事長

大西　勝一

　昨年は新型コロナの影響で皆様の人
生設計も生活も大きく変わらざるを得な
い状況になったことと存じます。
　景気は一昨年の消費税増税の影響が
鎮まる前に昨年のコロナ不況に見舞わ
れ、日本はもとより世界経済がコロナの
渦に巻き込まれ低迷状態が続いていま
す。連日のマスコミによる患者数ではなく
感染者数を大々的に煽る報道により、国
民が不安な毎日を送るようになったこと
で消費者心理も今までとは違う状況に置
かれ巣ごもり需要などといった新しい消
費形態も出てきており、ニーズも大きく変
化しています。しかしながら、倒産、廃業、
そして自殺者が増加しているとの報道を
目の当たりにいたしますと、一刻も早く政
府のさらなる大きな財政出動を期待した
いものです。
　さて、今年も厳しい状況が続きそうな
中で当組合員の皆様が扱われている時
計、宝飾、眼鏡、どの業界においても同様
に厳しい状況下にあります。時計業界で
は国産時計メーカー、輸入時計メーカー
ともに苦戦していますが、特に輸入時計
メーカーはかなりの落ち込みがありまし
た。しかし、私ども中小時計宝飾眼鏡専
門店ではそれぞれのお店が工夫を凝らし
て取り組んだこともあり、集客販売に成
功しているお店が売り上げを伸ばしてい

るといった事例も出てきています。お客様
にいかに商品を手に取って見ていただけ
るかが大切ですが、私ども中小小売店は
商品とお客様の出会いを作ることが仕事
です。また、このコロナ禍の中で国内海外
問わず自由に出かけにくく地域内で消費
することが見直されています。こうした状
況は地方の地域に根差した中小小売店
にとっては大きなチャンスになると捉えて
います。国産時計の見直し、細かなところ
まで行き届いたアフターサービス、温もり
のある相談など、近くの店でなければで
きないサービスをしっかり実践し、情報を
発信し続けることが商売を続けていく近
道だと考えます。
　全国唯一の団体である当組合として
は、このコロナ禍の中で組合員の皆様の
ご意見やお知恵をいただきながらともに
乗り越えてまいりたいと存じます。「組合
員一丸となってコロナを乗り越える」を合
言葉に、皆様のご協力をお願い申し上
げ、推進してまいります。
　今年は丑年で「辛丑（かのとうし）」と
呼ばれる干支で、痛みを伴う衰退と新た
な息吹が互いに増強しあう年となるそう
です。私どもは関係各位のご協力とご支
援をいただきながら業界発展の新たな息
吹をしっかりつかみ組合活動を前進して
まいります。

一般社団法人日本ジュエリー協会
会長

小山　藤太

「組合員一丸となってコロナを乗り越える」を
合言葉に組合運営を推進
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一般社団法人日本時計協会
会長

佐藤　敏彦

　昨年の当会の事業活動を振り返りま
すと、コロナ禍における様々な制約を受
けながらの活動となりました。緊急事態
宣言解除後に日程を変更して上野の国
立科学博物館で開催された「『時の記
念日』制定100周年記念企画展」はそ
の一例ですが、人数的な制限があった
にもかかわらず多くの人が展示会場を
訪れていました。
　また、基幹事業のひとつである技術
標準化では、国内外の関係団体とリ
モート会議も活用しながら、ISO規格と
して日本が幹事国となった1件が発行
され、JIS規格では「耐磁ウオッチ」と「ダ
イバーズウオッチ」の2021年改正に向
けた検討を進めました。
　次世代育成推進事業では、コロナ禍
での制約を受けつつも第58回技能五
輪全国大会の「時計修理職種」に参加
する若手技能者への積極的な指導、支
援を実施致しました。また、2017年より開
始した東北被災地復興支援としての時計
組立教室については、被災から10年近くが
経過しても未だ復興途上という現実の中、
今年も福島大学との連携により福島県相
双（そうそう）地区被災地の小・中学生を対
象に11月に開催し、大変好評を得ました。
　本年は、常設の6委員会を中心とした事
業活動に加え、コロナ禍で開催が延期され
ている国際交流事業やISO国際会議への
参画準備を進めてまいります。また、若者の
技能の祭典である「技能五輪全国大会」に
おける時計修理職種としての継続的な参画
を通じて次世代への技能継承を支援し、産
学共同プログラムや被災地復興支援におけ
る時計組立教室の開催などの社会貢献活
動にも積極的に取り組んでまいります。

　さて、昨年の国内市況は、実店舗の
閉鎖・時短営業やインバウンド需要の
消失など、非常に厳しいものでした。海
外においても、中国における回復傾向
は見られるもののコロナ禍での世界的
な景気後退の影響を受けました。
　このような内外の経済情勢の中で、
我が国の時計産業は、協会統計により
ますと、昨年のウオッチ完成品販売は
前年比数量で66％、金額で68％と前
年を大きく下回る見込みです。また、ク
ロック完成品は前年比数量で82％、金
額で87％とウオッチほどの落ち込みに
は至らなかったものの厳しい数字と
なっております。
　昨年来世界中で急速に感染拡大し
た新型コロナウイルスは、人類がこれま
で経験したことのないレベルで非常に
大きな社会的、経済的な影響をもたら
しております。一方、日本にとって今年

は開催を延期した東京オリンピック・パラ
リンピックを控え、その克服と回復が期待
される年でもあります。
　時計産業を取り巻く環境は依然厳しい
ものが予想されますが、各会員企業では、
環境対応型製品に加え、革新的な技術開
発や日本の伝統工芸などに裏づけられた
付加価値の高い商品の投入により、ブラン
ド戦略のより一層の強化を図っておりま
す。今後とも顧客視点に立った魅力ある商
品とサービスを提供し、我が国時計産業
の回復と発展を切に願うものであります。
　厳しい経済環境ではありますが、会員各
社ともこの難局を打開し、我が国時計産業
の発展に向けて努力する所存ですので、関
係各位の倍旧のご指導、ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。
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　昨年はコロナのために例年とは著し く様相の異なる一年となりました。
　この危機や変化に際し、当協会と
してセーフティネット保証5号を時
計卸、小売、修理業にも適用される
よう中小企業庁に働きかけ、その制
度概要や、雇用調整助成金といっ
た政府からの支援策等に関する情
報を会員各位や協会ウェブサイトで
適宜発信。ウオッチコーディネー

ター資格検定テキストの電子書籍化と
一部セミナーのオンライン化等の活動
を行って参りました。
　一方、ウオッチコーディネーター検定
の実技実習、機械式時計技術講習会や
銀座時計ブティック訪問等の物理的に
参加者に集まって頂く形式の活動はほ
とんど行うことができず、リモートの便利
さと、リアル開催の価値や難しさに直面
する年となりました。ただ、リアルの場で
顔を合わせてコミュニケーションを取る
ことの希少価値が高まっているからこ
そ、1月8日のニューイヤーパーティー

は、入場時の消毒・検温はもちろんのこ
と、常時マスク着用をお願いするため飲
食のご提供は一切行わない形で実施
することを決めさせて頂きました。この
原稿執筆後、国や都の要請等により開
催ができなくなる可能性ももちろんござ
いますが、対策を施し、工夫をしながら
会員や来賓の皆様と共に、新年を祝え
ることを切に望んだ結果であります。
　また本年2021年は、ウオッチコー
ディネーター資格検定制度（略称：
CWC）の誕生から10周年、上級CWC
制度の創設から5周年を迎えます。時計

販売にまつわる正
しい知識とマナー
を備えた２６０６

名の（うち２４０名が上級）資格保持者
の活躍は、業界の信頼性向上や健全
な発展に欠かすことができません。資
格保持者を増やす試みだけでなく、資
格保持者がさらなる研鑽を積むことが
できるよ
うな試み
にもチャ
レンジし
つつ、イン
ポート・ウ
オッチ・オ
ブ・ザ・イ

ヤーや時計ブランド年鑑の発刊等の活
動を通じて、輸入時計を身に着ける喜
びや時計の持つ文化的側面等を発信
していきたいと思っております。
　また、どのような状況であろうとも、時
代に即して変化をしながら、時計業界
の健全な発展のための努力を続けてい
く所存です。

一般社団法人 日本時計輸入協会
理事長

堀田　峰明

ウオッチコーディネーター資格検定制度誕生10周年
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